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⊥．研究の ね ら い

　木研 究 は 、 子 育て を 通 して の 父親 、母親 の

意識 ・行動 の 変 化を実諤ili的 に 明 らか に す る こ

とを 意図 した もの で あ る 。

　 従来 、 親子 醐係 に 関す る 研究 は 、 三ヒと して

子ど もに視点 をお い て検討 されて きた 。す な

わ ち親の 獲育態度 に よ る 子 ど もの 発述、親が

子ど もに 及ぼ す影響 に 関 す る 研究 な ど 、 親が

子 どもの 発達 の 規定 因 と して 位1鬘こ付 け られ て

きた 。 近印 に お い て は 、 親子 関係 の 基木 的 前

提 と して 「親子関係 を親 か ら子 へ の 一方 向の

影響過 程で は な く、親 と子 の 双方 向 の 相互 影

柵過程 と し て 把媼す る こ と」　（大 1ヨ向雅契

「親 と して の 発達」児皿心理 学の 進歩 ，199L

p ．159）が あげ られ るが 、 初期の イ ン タラ ク

シ ョ ン 研 究 は 、 主 と して子 どもに 無点を定め

た もの が 多 い
。

　 そ こ で 木研究 に お い て は、子育 て を 、親か

ら子 へ と い っ た過租 だ け で は な く、で きる だ

け子か ら親 へ の 働 きか け も含む 親子の 相互作

川 の 側而 に も留意 して とら え 、 子 ど もの 発達

過聡に 即 し て 親の 意融 ・行動が ど の よ う に変

化す る の か を明 らか に しよ うと試み た 。

　本 研究 で は 、 父親 と母親を 対象 と して 質問

紙 に よ る 調査 を実施 し、親の 子育 て 関 与・、子

ど もの 育て 易 さ、夫婦 の パ ー
トナ

ーシ ッ プ 、

子 どもか ．ら親 へ の ア ク シ ョ ン な ど と親の 意識

・行動の 変化 の 関 迎を明 らか に しよ うと した 。

2 ．訓査 の 枠組 み

　我 々 が 木 研究に おい て 考 え た大 ま か な調 査

の 枠組 み を次 に 示 し て お く （図 1） 。

3．訓査 の 仮説

　調 査 に あた っ て 我 々 が 立 て た大 ま か な 仮説

は次の よ うな もの で あ る 。

1 ）親 の 属性 （年 齢 、 学歴 、 職稲、就業パ タ

ー ン V“H））、家族構成 （家族形態 、 i司居 者数 、

子 ど も数）、に よ っ て 親の 意職 、 行動の 変化

の 様相 は異 な る で あ ろ う。

2 ）親の 意識や 行動の 変化 は 、 子 ど もの 発迷

段階 に よ っ て異な る で あ ろ う。

3 ）親 の 意 識や 行動 の 変化 は 、 親 が子育 て に

どの よ うに 関与 した か に よ っ て 、異 な る で あ

ろ う。特 に 、子育て へ の 関与の 仕 方が 大 きい

親 ほ ど 、 親 の 意 識や 行動の 変化 は よ り大 き い

の で は な い か 。

（図 1 ）調査の 枠 維 み
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4 ） 夫 婦 の パ ー
トナ

ーシ ッ プ の 在 り方 に よ っ

て も、親 の 変化 の 仕方 は異 な る の で は な い か 。

5 ）子 ど もか ら親 に 対 す る ア ク シ ョ ン の 内容

に よ っ て も親 の 意 隙 や 行動 の 変化 の t・n111は 異

な る の で は な い か 。 特 に 、 子 ど もか ら の 反 伉

な ど親 と し て よ りシ ビ ァ な 休験を し た 親 は 、

そ の 変化が大 きい の で はな い か 。

4 ．訓査の 概 要

1 ）調査対象

　訊1査 は 、 や【1奈丿ll県丿11由S）　ili　iL　S　il．1t！

r
”
：北交、　F　rl．1

学校、 S 小 学校、　 S 幼稚園 に 在 籍す る子 ど も

を もっ 両親 を対象 と して 実施 した 。

2 ）調 査 方法

　洲査対象 とな っ た ll亅学校 、小学 佼、幼稚 園

に 調査票 を ま とめ て 送付 、 子 ど もを 通 じて 親

へ 調査票 を配布 し、 回 収 、 返送 は各学校に依

頼 した 。 訓 査票 は 側別 に 記 入済み の もの を封

筒に い れ 麿封 して 学校 に 朋 け て も ら うと い う

方 法 を と っ た 。 　　　　　　 ・

3 ）諍1望査期問

　 1991 ’
jll 　11 〜 12 ∫」

4 ）宿効回答 数

　 諍’1査 の 回 答 は 、 父 親 635 人 、母 親 725

人か ら得 られ、そ の う
’
ら父 親 558 人 、母親

668 人 を有効 回答 と して 分折の 対象 と した 。

遡

　 三ヒな調 査項 国 は次の 通 りで あ る 。 就 槊 形儻

以外 の 項 EIに っ い て は 、 父 親 、 母親 と もに 岡

一の 調査項目を川 い た 。

　  フ ェ
ース シ ー ト

　 ・親 の 届 ｛生 （年 齢、学 雁 、職種 、就 業形態

　　 1朋 のみD

　 ・家族描成 （家族形態 、 庫1居者 数、子 ど も

　　 数）

　 ・子 ど もの 属性 （年鵬 、 山生順位 、 学年、

　　 性別）

　  親子 の 相互作 川

　 ・親 の 子 育て 関与 （13 項 目）

　
・子 ど もか ら親 へ の ア ク シ ョ ン （ポ ジ テ ィ

　　ブ な側 而 一 5 項 El、 ネ ガ テ ィ ブ な 側而 一

　 　 3項 凵）

　  親 の 意 識 ・行 動 変化 の 内容

　
。親 の 恵 識 変化 （30 項目）

　 ・親 の 行動 変化 （8 項 ED

　な お親 の 意識 ・行 i助の変化の 内容に っ い て

は、子 育 て に と もな い ど の よ うな 変化が あ っ

た の か を、あ らか じめ 自由回 答方 式 に よ っ て

尋ね た 調査 （19891F7〜911黯） の 結果 を 参考 に し

て質 問項 EIを作 成 した 。

　  夫 婦 の パ ー トナ ー シ ッ プ （3 「Jilll）

　  子 ど もの 育て 易 さ

G） 調査対 象の 属性

　  父親 の 属挫

　
・年 齢 一30 代以下 157 人 （28．2X） 、

　　 40 代 360 人 （64．7X） 、 50 代以．ヒ

　 　 39 人 （7，0％）

　 ・就 業形 態 「 自鴬 業 122 人 （22．　2X） 、

　　家 の 手 伝 い 6 人 （IJI％）、 民闘購動 354

　 　人 （64．4x） 、官 公 庁常動 48 人（8．7X）、

　 　 パ ー
ト ・臨 時 6 人 （1，1％）、 そ の 他 ⊥ 4 人

　 　 （2．5鑑）

　 ・学歴 一1・1・i学 90 人 （16．　J「 ％） 、 高校 223

　　人（40．8％）、専11lj・専修 40 人 （7．　3X）、

　　短大 8 人 （i．5X）、 大 学 166 人 （30．8％） 、

　　大学院 13 人 （2．4％）、 そ の 他 7 人 （1．　3X）

　 ・家族形態 一核家族 4G4 人 （84．1％）、三

　 　 世代 家族 88 人 （15．9％）

　 ・長子 の 年 齢 一 5 〜 12 歳 203 人 （36．4×

　 　 13 〜 15 歳 205 人 （36．8％）、 ⊥ 6 〜

　 　 18 歳 107 人 （19．2X）、 19 歳 以 上

　 　 42 人 （7．5％）

　
・子 どもの 数 一一人 50 人 （9．　OX）、二 人

　　 338 人 （60．　6X）、三 人 151 人 （27．　tx

　　四入以 上 19 人 （3．，4％）

　
・子 ど もの 性別

一
女 の み 110 人 （19．7X）、

　　男 の み 155 人 （27．8X） 、 男 と女 293
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　 人（
「

J　2．5X）

  母 親の 届 ｛生

・彫 齢
一 llO 代 以 下 320 人（48．1）X） 、

　 40 代 328 人 （5〔〕．IX） 、 50 代以⊥ 7

　 人 （LIX ）・就 楽形繊 一 1三1営楽 22 人 （4．1〕

　 X）、家 の 手伝 い 44 人 （9，  ）、民 岡蹴動

　 G ：墨人 （13．　YX）、富公庁常副丿24 人 （5．3

　 X）、パ ー ト ・臨 II寺242 人 （53．5X） 、 内

　 職 4 ⊥人（9。1＄）、 そ の 他 ユ，6 人 （3．5％）
・学 歴 一LII学 58 人 （8．9％）、

　 i離 交370 人

　 （56．7X） 、 真1∫凹 ・琳修 i｝7 人 （14．9X） 、

　 短大 77 人 （1L　8X） 、 大学 46 人 （7．　IX）、

　 大学院 0 人 、 そ の 他 4 人 （O．　6X）・家族形

　 態 一核家族 552 人 （84．1％） 、 三 世代家

　 族 104 人 （15．9X）
・艮 子 の 年 齢

一 5 〜 12 歳 240 人（36．　3X、

　 13 〜 15 歳 253 人 （38．2X）、 ユ 6 〜

　 18 歳 ⊥ 27 人 （19．　2X） 、 19 歳以上

　 42 人（G．　3X）
・子 ど もの 数 一一人 71 人 （10．GX） 、二 人

　 400 人 （59．CJX）、三 人 171 人 （25．6X

　 四人以 上 26 人 （3．｛JX）

・子 どもの 性別 一女の み 148 人 （22．2％）、

　 男の み 174 人（26．OX） 、 男 と女 346

　 人 （5L8X ）

6．　ク｝｛斤孑占果

木 稿に は、ク ロ ス 表 の カ イ ニ 乗検 定 に よ る 分

折結 果 の み を示 す （炭 1） 。

］．）父 親の 意識 ・行動変化 とそ の 関連嬰 因

　   父親の 意識変化 に つ い て は 、子 育て 関 与、

子 ど もか ら親 へ の ポ ジテ ィ ブな ア ク シ ョ ン 、

火婦の パ ー トナ シ ッ プ な ど の 変数 と関 辿 が あ

る 。 父親 は 、 子育て に 関与 した度合 い や 、 ポ

ジ テ ィ ブ な 子 ど もか ら親 へ の ア ク シ ョ ン が多

い もの ほ ど恵識 が よ り変化 し た と回答 して い

る傾向が み られ る 。 また 、夫婦の パ ー
トナ シ

ッ プが 良 い と認 識 して い る 父親 ほ ど変化 した

と回 答 し て い る もの が 多 い 。

　 そ の 他 、 親 の 属恒i （sl二llra、　弖尸：ittt，、　耳に業丿〔彡態）

や 家 族 形儻 、 子 ど もの 数 、 子 ど もの 性別 パ ク

ー ン
、 長子 の 年 齢 な どと父親 の 意 識変化 との

闘 に は 有 意 な 関 辿 は 見 ら れ な か r） た 。

　  父親 の 行動 変化 に っ い て も、意 識 変化 と

ほ ぼ 岡 じよ う な 傾 向が 見 られ 、 子宵 て 関 与・
、

子 ど もか ら 親 へ の ポ ジ テ ィ ブ な ア ク シ ョ ン 、

夫 婦 の バ ー
トナ シ ッ プ な ど と の 問 に 関 辿 が あ

る 。 関迷 の 傾 向 も意識変化 と岡様 の 傾向が 見

られた 。 意識 変化 と異 なる 点 は 、 年 齢 との 問

に 強 い 関辿が 見 られ た こ と で あ り、 若 い 世代

の ほ うが 行動が 変化 した と醸 じて い る もの が

多 く な っ て い る 。

　 ま た そ の 他の 変数 （学醍iや 、 家族 ）1彡態 、 子

ど もの 数 、 子 ど もの 性別 パ ク
ー

ン
、 長子 の 年

齢、子 どもか ら親 へ の ネガ テ ィ ブ な ア ク シ ョ

ン ）と父 親 の 行動 変化 と の 悶 に は、父親 の 意

識変化 と同様 に 有意 な 関迷 が み られ な か っ た 。

2 ）母親 の 意 識 ・行動変化 とそ の 関連要囚

　   母親 の 意識 変化 と関辿 の ある 変 数は 、 子

ど もか ら親 へ の ポ ジ テ ィ ブ な ア ク シ ョ ン 、 就

業形態 な ど で あ り、子育 て の 関 与 との 問 に は

父 親 と違 っ て 関迷が 見 られ な い 。 また夫婦 の

パ ー トナ
ーシ ッ プと母親 の 意識変化の 問 に は

有 意 な 関 辿 は見 られ ず、・
母親 の 意 識変化 は、

父親 ほ ど夫婦関係 に 左右 され な い よ うで あ る 。

　 そ の 他、・母親 の 属性 （年 齢 、 学歴 、 就業形

態 ） や 、家 族形態 、子 ど も の 数 、 子 ど も の 性

別 パ タ
ー

ン 、長子 の 年 齢、子 ど もか ら親 へ の

ネ ガ テ ィ ブ．な ア ク シ ョ ン な ど と 、 母親 の 意 識

変化 との 問に は 有恵 な 関迷 は見 られ なか っ た 。

　   母親 の 行動変化 は 、 子 ど もか ら親 へ の ポ

ジ テ ィ ブ な ア ク シ ョ ン と の 関連が 見 られ た だ

け で 、 そ の 他の 要囚 と の 問 に は有 意な 関述が

見 られな か っ た 。

　 また そ の 他 の 変数 （年 齢や 、学 歴、就 業 形

態 、 家族形態 、 子 ど もの 数 、 長子 の 年齢） と

母親の 行動変 化 と の 間 に は 有意 な関連 は み ら

れ な か っ た 。

　 以 下の 評細 な 分析結果 ｛よ 、 発表 の 際に 資料

を 配布す る 。
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（−N ⊥ ） カ イ ニ 乗 値 に よ る 検定 結 果

父親 母親

意 識変化 行動変化 意識 変化 行動変 化

年 齢 ＊ ＊

学歴

就業形態 ＊ ＊

家族形 態

子 ど も数

子 ど もの 性別 パ タ
ー

ン

艮子 の 年齢

夫婦 の パ ー
トナ ーシ ッ プ ＊ ＊ ＊ ＊

親の 子育て 関与 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

子 ど もの 育 て 易 さ

子 ど も か ら 親 へ の ，

ポ ジ テ ィ ブな ア ク シ ョ ン ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

子 ど もか ら親 へ の

ネ ガ テ ィ ブ な ア ク シ ョ ン

＊ 　 …5．OX

＊ ＊ 　…1．　OSl

＊ ＊ ＊ …O．　IX
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